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熱帯性マメ科樹木3種の無菌実生からの増殖

西川浩己 清藤城宏

In vitro Propagation of Three TropicaI Leguminous Trees from 

AsepticaIIy Germinated Seedlings 

Hiroki NISHIKA W A and Kunihiro SEIDO 

Summary : In vitro propagation techniques of Acacia mangium， Paれaser叩 l1hesfiα/c叫α円αandAcaciα 

Cパl.SSicarpawere s同died，Epicotyl segment-s and cotylendonal nodes isolated from a田 pticallygerminated seedlings 

were used as culture ma加凶B.τl"y岡田 c叫tur吋:inM8 (i¥-lurashige and Sk∞Ig) medium supplemented with 0.5 

昭 /1of BAP for primary culture. For r∞ting， elongated 8h凹 tsobtained in primary culture were transplanted to 

the MS medium supple即 nted¥vith 2理 /1of IBA. Regenerated plant】etwere acclimated by transplanting to pots 

f泣led、"rithhydroball. 

要旨 Acaciamanguim、Par，回 rianthesfalca加問、 Acaciacrass問中αの組織培養による増殖方法の検討

を行った。無菌揺種して育成した実生から得られた上座軸部分、子葉節を0.5昭/1BAPを含むMS固形培地

で培養した。初代培養で得られたシュートは、 MS培地にlBA2昭 /1を含む培地で発担させた。再生した幼

植物体は、ハイドロボールをつめたポットに移植し、阪化した。

1 . は じ め に

熱帯林は、毎年 1，700万haと急激に減少しており、世

界的な問題になっており、その再生が求められている

(林野庁海外林業協力室， 1992)。しかし、熱書林は、一

度破壊されるとその再生は、きわめて難しく、荒廃地が

拡大している。荒廃地の造林lこ7 メ科樹木を中心とした

早生樹が用いられており、 Acaciamangiumや Acacia

αuriculiformisなどが挙げられ、すでに組織培養による

増殖が報告されている(Sai加etal.， 1993 ;井出ら， 1994; 

Ahrnad， 1992 ; Sernsuntud and Nitiwattanachai， 1991)。

しかし、同一樹種、品種の大面積・一斉造林は、樹種

や立地によっては大変危険であり、 A.mang山 mでは芯

腐れなどの病警が見られている(林木育種センタ一、

1994)。

そこで、マメ科樹種の造林に多様性を持たせるために、

すでに培養で増殖が検討されている A.mangiumと

Pαraserianthes falcα担ri，α(Seido，1994) とAcαcia

C問団lca申 αを比較して、できるだけシンプルで、 3種

とも同様な増殖方法の確立を目的として、無菌発芽させ

た実生の組織を用いた組織培養について検討した。

2. 材料および方法

実験には、インドネシアで採取されたA.mangium， 

P. falcatar悶およびA.crassic，α巾 αの種子を用いた。

種子の発芽促進のため、熱湯に浸漬し、 4時間放置した。

この後、表面殺菌のため 70%エタノーノレ中で 1分間、

ついで有効塩素量1%の次亜塩素直堂ナトリウム水溶液中

で15分間、さらに、 3%過酸化水素水溶液中で 3分間、

それぞれマグネチックスターラーで撹持した。表面殺菌

した種子はクリーンベンチ内で風乾後、ショ糖無添加の

MS培地 (Murashigeand Skoog， 1962)に寒天 0.8%を

加え、 pHを5.7に調整した培地上に置床した。培養条

件はすべての実験についてお土 2"C、昼光蛍光灯で照

度5，000Jux、16時間日長とした。発芽した実生を1カ月

間育成し、実験に供試した。

1 初代培養

上述の無菌実生(長さ 3-4 cm)を供試した。実生は、

幼根を切除し、 1-2枚の葉を付けた上IOS軸部分と子葉節

とに切り分けた。上座勃部分と子葉節を外植体とし、主軸

および版芽の伸長を期待する培地に植え付けた。培地には、

ショ糖3%添加したMS培地に寒天 0.8%を加え、オ ト

クレーブ前にpHを5.7に調整した培地を用いた。植物ホノレ
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モンとして6-benzylaminopurine (BAP)を0、0.1、0.5、

l、5昭/1添加した計 5種類の培地を用意した。培養

により外植体からシュートが得られたが、切断および計測

が容易にできる長さ 5回以上のものについて測定した。

初代培養開始ω日後に1外植体から得られたシュート

本数、シュート長およびシュートの発根について調査しt~。

2 発根

初代培養で得られたシュートを発根培地に移植した。

発根に対するオーキシン添加の効果を調査するために3

indolebutyric acid (IBA)を0、1、2昭 /1添加した計 3

種類の培地を用意し、発根率について調査したo

3. 結果および考察

1 初代培養

3種とも培地の BAP濃度に応じて、上座軸部分、子

葉節ともにシュートの形成と伸長および発根に違いが観

fig.-l Shoot formation from epicotyl segments and cotyledonal nodes of aseptic seedlings of A. mangIum， 

P向lcatariαandA. crassicarpa 50 days after the beginning of primary culture 
Note : Diameter of culture tube was 25凹
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Tableー 1 Elfects 01 BAP Conc白ntrationson prImary culture of epicotyl segments and cotyledonal nodes of aseptic 
seedlings of A. mang加m，P.faE.四 lariαandA. crassu沼早a

BAP concent阻むons Number of 日hootlen民主 Percent of rooted Species Type of 8xlant mof edpira lm(a唱ry/cl) d同re 8hoo恒.， (皿7・2 explant * 3 

。 1.0 7.6 40.0 
0.1 2.0 10.6 28.6 

A. mangiu.m Epicotyl segment 0.5 7.0 13.9 。
l 5.4 7.1 。
5 5.7 5.4 。
。 1.0 15.0 83.3 
0.1 1.5 11.2 46.2 

Cotylendonal node 0.5 4.0 12.1 。
1 2.2 11.6 11.1 
5 3.9 7.2 。
。 1.0 22.1 61.5 
0.1 1.1 11.2 。

P.f<αlcαtαrほ Epicotyl田郡lent 0.5 1.8 12.1 。
1 1.5 11.6 。
5 1.6 7.2 。
。 1.8 14.4 40.0 
0.1 1.9 17.2 28.6 

Cotylendonal node 0.5 2.3 15.1 。
1 2.3 12.3 。
5 2.1 13.8 。
。 1.0 6.9 77.8 
0.1 1.2 8.2 。

A. crassicαrpα Epicotyl segment 0.5 1.7 6.7 。
1.3 7.0 。

5 1.5 8.7 。
。 1.2 13.4 70.0 
0.1 1.4 14.1 。

Cotylendonal node 0.5 3.5 10.0 。
2.6 11.4 。

5 2.7 10.2 。
寄生 Mean nwnber of shoots over 5 回 1n length， 

* Z Mean length of shoots over 5四 mlength 
* a CNumber of田 plantsfr町田dp1antlet/Number of explants inoculated) X 100 

察された (Fig.-1、Tableー1)。

① A四 ciamangium 

上匹軸部分

BAPを添加しない培地では、主軸シュートがそのま

ま伸長した。 BAPを添加した培地では主軸シュートが

伸長し、その基部の肢芽からさらにシュートが伸長しfこ。

シュート本数は、 BAPO.5昭 /1を添加した培地で平均

7.0本と最大となり、 0.5昭 /1まではBAPの濃度が上が

るにつれて増加する傾向を示した。 BAP1、5昭 /1を

添加した培地ではそれよりわずかに減少した。

シュートの長さでは、 BAPO.5昭 /1を添加した培地で

平均 13.9皿と最大となり、 0.5昭 /1までは BAPの濃度

がとがるにつれて長くなる傾向を示し、 BAP1、5昭 /1

を添加した培地では、 BAPの濃度が上がるにつれて短

くなる傾向を不した。

子葉節

BAPを添加しない培地では子薬業肢から I本のシュー

トが伸長した。 BAPを添加した培地では、子葉葉肢か

ら 1~2 本のシュートが伸長し、その基部の肢芽からさ

らにシュートが形成された。シュート本数は、 BAPを

0.5昭 /1を添加した培地で最大となり、平均4本のシュー

トの発生が認められた。

シュートの長さでは、 BAPを添加しない培地で最大

となり、 BAP が 0.5~ 1昭 /1の範聞では大きな差はな

かったが、 BAP5昭 /1を添加した壌地では、シュート

の伸長が抑制された。

上肢軸部分、子葉節ともに、 BAPを添加しない培地、

BAPO.1唱 /1を添加した培地で発根が認められ、子葉

節を外植体とした場合iこ、より発根が促進された。

以上のことから、 A.mαng山 mの増競では、上底軸部

分、子葉節ともに BAPO.5昭 /1を添加した培地が、有

効であった。
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② ParaserIanthes falca却 ria

上陸軸部分

BAPを添加しない培地、 BAPO.1昭/1を添加した培地

で主軸シュートがそのまま伸長した。 BAP0.5-5 mg/l 

を添加した培地では、主軸シュートが伸長し、その基部

の肢芽からさらにもう 1本のシュートが伸長する個体が

観察され、そのような個体は、 BAPO.5mg/1を添加した

培地で多く認められた。

シュートの長さでは、 BAPを添加しない培地で最大

となり、 BAPが0.5-1昭 /1の範囲では大きな差がな

かったが、 BAP5昭 /1を添加した培地では、シュート

の伸長が抑制された。

子葉節

いずれの培地においても、子葉葉肢から 1本か 2本の

シュートが伸長し、大きな差は見られなかったが、 BAP

0.5、1昭 /1を添加した培地では、伸長したシュートの

基部の肢芽からシュートの伸長が見られる個体が認めら

れた。

シュートの長さでは、 BAPO.l昭 /1を添加した培地で

平均 17.2田と設大となり、 BAP1噌 /1を添加した培

地で平均 12.3聞と最小となった。添加した BAPの濃度

による傾向は見られなかった。

上陸輪部分、子葉節からの発根では、上I!f軸部分では

BAPを添加しない培地のみで発根が認められ、子葉節

では、 BAPを添加しない培地、 BAPO.1昭 /1を添加した

培地で発根が認められた。

以上のことから P.fiαlcatariαの増殖では、上座斡部

分、子葉節ともに BAPO.5昭 /1を添加した培地が、有

効であったが、上庇判部分での増殖は、あまり効果では

なかった。

③ A cacia crassicarpa 

土匪軸部分

BAPを添加しない培地では、:t軸シュートがそのま

ま伸長した。 BAPを添加した培地では主軸シュートが

伸長し、その基部の肢芽からさらにシュートが伸長する

個体が認められたが、 2次的に伸長するシュートは、多

く認められなかった。

子葉節

BAPを添加しない培地、 BAPO.l唱 /1を添加した培地

では、子業業肢から 1-2本のシュートが伸長した。

BAPO.5-5昭 /1を添加した培地では子葉業肢から 1-

2本のシュ トが伸長し、その基部の肢芽からさらにシュー

トが形成された。シュート本数は、 BAPO.5昭 /1を添加

した培地で最大となり、平均3.5本のシュートの発生が

認められた。

シュートの長さでは、 BAPO.1昭 /1を添加した培地で

最大となり、 BAPが 0.5-5昭 /1の範囲では大きな差

がなかった。

上阪軸部分、子葉節からの発根では、上限軸部分、子

葉節とも BAPを添加しない培地でのみ発根が認めら

れた。

以上のことから A.cra四日α巾αの増殖では、上E五輪部

分、子葉節ともに BAPO.5昭 /1を添加した培地が有効

であったが、上I!f軸部分での増殖効率は、あまり効果的

ではなかった。

他のA.manguιumの培養例 (Saitoelal.，1993; Ahmad， 

1992)と比較すると、 6カ月生の実生の肢芽を材料とし

たSaitoらの研究では、 BAP2.0昭 /1を添加した培地で

2.3本、同じ実生を材料としたAhmadの研究では、 BAP

0.5昭 /1を添加した培地で 25.4本のシュートが得られて

いる。本研究では、 BAPO五時/1を添加した培地で 7.0

本のシュートが発生した。これらの増殖効率の違いは実

験材料の個体差に起因するものと考えられる。

また、 SeidoのP.j，αlcatar悶の培養例では、本研究と

同様な増殖数であった。

Aαuriculiformisの培養例併出ら， 1994; S自国田ltud

and Nitiwattanachai， 1991) においても、 BAPの添加が

肢芽からの伸長シュート数の増加に効果があり、その量

としては 2.0唱 /1付近に添加震の至適値が存在して

いfこ。

これらのことからマメ科植物全てに BAPO.5昭 /1を

添加したMS培地が至適と推奨できないが、大量の種、

個体を増殖する場合の初代培養には有効ではないかと考

えられる。

Table-2 Effects of IBA concentrations ofthe rooting 
media on root formatIon of A. man，ポum，
P. falcataria and A. crassIca甲a

SpeC18S 

A.mαngwm 

P. jalcαtαrtα 

A. crassicarpa 

root f.'orma tion ra四(%)" 

IBA conce日由ations(昭/1)

。 1 2 

6.7 27.8 36.8 

18.2 18.2 20.5 

30.1 46.2 69.2 

ド CNumberof shoots form吋 plantlet/ Number of shoots 
四oculated)X 10日
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Fig. -2 Root formation from shoots formed by 
primary culture 50 days after transplanting 
to rooting media 

Note : Diameter of culture tube was 25mm 

2 発 根

初代培養で得られたシュートを発根培地に移植して、

シュートの発根率について調査した (Table-2.， Fig.-2)。

3種ともlBAの濃度が高いほど、発根率が向上した。

とくにA.crassicarpαでは、 69.2%と高い発根率を示し

た。しかし、 A.mangiumでは 36.8%、 P.falcatαriα 

では 20.5%と発根率は低かった。

他のA.mang山 umの培養例(Saitoet a1.， 1993 ; Ahmad， 

1992 ; Seido， 1関4)と比較すると、初代培養と同様に発

根率に個体羨によるものと考えられるばらつきがあっfこ。

A.αuriculiformisの培養伊IJ (井出ら， 1994)において

は、初代培養における BAPの添加が発根に対し、抑制

的に働くとしている。

これらのことから種間だけでなく、個体聞に内生オー

キシンの量や外生オ キシンに対する反応性に差異があ

り、また、培養における BAPの添加が発根に対し影響

があることから、発根培地、発根促進処理および BAP

の添加については、種、個体問で細かい検索が必要だと

思われる。

培養で得られた幼植物体を培地から抜き取り、ジフィー

ポットにハイドロボーノレを培養土として植え付け水切り

フードケースに入れて湿度を調節して煩化を行ったとこ

ろ、幼植物体のほとんどが煩化可能であった (Fig.-3)。

Fig. -3 Plantlets could acclimated and continued growth 

4. まとめ

本研究における A.mangium， P. falcatarほおよび

A. crass日 α中 αの増殖では、 3稜とも初代培養では上底

軸部分、子葉節ともに BAPO.5昭 /1を添加した培地が

最も有効であり、発根培地ではlBA2昭 /1を添加した

培地が最も有効であった。

また、直接外植体から発根し、幼植物体を得ることが

可能であることも示された。

これらのことから 3種ともに無菌実生から初代培養で

は同じ培地で増殖できることが示された。しかし、増殖

効率は、積、個体間に差異があり、優良個体の大量増殖

にはさらに主連培地を検索する必要があると考えられる。

また、 A.mangium、P.J<αlcatariαでは今回用いた発根
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培地では、発根率が{低く、初代培養よりさらに種、個体

問に差異が見られた。 A.mangiumでは、子葉付きの下

腹軸片からの発根では容易であるが、 k伍軸片から誘導

したマルチプノレシュートでは発根が困難であり、子葉付

き伍軸片には発根を誘導する何らかの物質を含んでいる

ことが考えられ、内生オーキシンの量などが関係してい

ると予想している〔井出ら、 1994)。また、発根阻害物

質についても、 P.f，αlcα臼rほで活性炭の効果が認められ

ている (Seido、1994)。今後、これらの点について検討

し、発根率の向上を検討する予定である。
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